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現
代
米

国
社
会
は

表
面
的
に

は

物
質
主

義
的
か
つ

世
俗
的
で

あ
る

よ

う

に

見
え
る

が
、

建
国
以

来
の

伝
統
と
し

て

個
人
の

信
教
の

自
由
が

幅
広
く

認
め
ら
れ
て

い

る

国
で

あ
り、

最
近
の

宗
教
意

識
調
査
で

も
米
国
市
民
の

七

割
以
上
が

「

特
定
の

宗
教
に

対
す
る

信
仰
が
あ
る
」

と

答
え
る

角
『
Φ

頴
≦

閃
。

歪

β
d
φ
即

巴
σQ

夏
ω

雷
巳
零
碧
 

し。

貫
く

亀

等）

と

い

う
世

界
で

も
最
も
宗
教
心
の

篤
い

市
民
に

よ
っ

て

成

り
立
っ

て

い

る
は

ず
の

社

会
で

あ
る

。

し
か
し

宗

教
的

教
義
に

対

す
る

強
い

信
仰
の

表
明
が
、

そ
の

裏
返
し

と
し

て

宗
教
的
非
寛
容
性
を
生
み
出
し
（
Ooh

比
鵬
⇔
口

譽
α

Z
Φ

卑

肉
戴

膏
ご

婁

ミ
、

ミ
ミ
§
融

ミ

ト
ミ
鳴

ミ
ミ

園

自
O
ご
、

人

種
差

別

や

性
差

別
な
ど
の

社
会

問
題
を
生
み
出
す
こ

と

も
指
摘
さ
れ

て

い

る
。

米
国
の

宗

教
研
究
者
が

、

日

本
人
の

宗
教
性
に

つ

い

て

関
心
を
持
つ

原
因
に

は

「

個

人
的

信
仰
」

中
心
の

宗

教
観
に

支
配
さ
れ

て

い

る

米
国
の

宗
教

文
化
に
内

在
す
る

問
題
を
ど

の

よ

う
に

解
決

す
る

か

と
い

う
と

こ

ろ

に

も
あ
る
の

だ

ろ

う
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

宗
教
事

情
と

日
本
人
の

宗
教
性

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

寺

本
　
知
正

　
NCC

宗
教
研
究
所
で

は
、

二

〇
〇

二

年
か

ら
毎

年、
H

畧
霞−
「

Φ一
一

『q
δ
口
ω

ω

ε
α
網

ぎ

冨
O
β⊃

昌

と
い

う
プ
ロ

グ
ラ

ム

を

実
施
し
て

い

る
。

ド
イ

ツ

を

主
と

し
た
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

大
学
で

、

将

来
キ

リ

ス

ト

教
聖
職
者

、

宗
教

教

育
者、

研
究
者
を
目
指

す
学
生
を
一

学
期
間
に

数
名
迎
え
入
れ

、

日

本
の

諸

宗
教
に

関

す
る

講
義
と

交
流
を

行

う
プ
ロ

グ
ラ

ム

で

あ
る

。

背
景
に

は、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

宗

教
環
境
が

多
宗
教
圏
へ

と

変
化
し
て

き
た

と
い

う

事
情
が
あ

り、

学
生
が
日
本
の

多
宗
教

環
境
を

経
験

す
る

こ

と
を
趣
旨
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

彼
ら

学
生
た

ち
が

日

本
人
の

宗
教
性
を

ど

の

よ
う
に

捉
え

た

か
を

紹
介
し
検
討
し
て

み

た
い

。

　
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸
国
と

日
本
の

宗
教

事
情
を
隔
て

る

大
き
な
も
の

の
｝

つ

に

政
教
関

係
が
あ
る

。

「

日

本
で

は
、

教
会
は

国
家
か

ら
ど

の

よ

う
な

権

利
を

認
め

ら
れ
て

い

る

の

で

し

ょ

う
」

（
ゲ
ッ

テ

ィ

ン

ゲ
ン

大
学
所
属、

以
下

大
学
名
の

み
）

と

い

う
問
い

を

持
ち

参
加
し
た

学
生
が
い

る
。

日

本

と

は

異
な
り、

デ

ン

マ

ー

ク
は

国
教

会
を
も
ち

、

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

と
ノ

ル

ウ
ェ

イ
は
最
近
に

な
っ

て

分
離
が
実
施
さ
れ

た
。

ド
イ
ツ

に

国
教
会
は

存

在
し
な
い

が、

教
会
と

し
て

認
め
ら
れ
た

団
体
に

関
し
て

は
、

教

育
、

社

会

福
祉
事
業、

軍
隊
・

病
院
・

刑
務

所
な
ど
に

お

け
る

活
動
に

お
い

て

国

家
と
の

分

離
は

「

跛
行
的

分
離
主

義
」

（

善

家
幸
敏）

と

い

う
盟

友
閧

係

に

あ
る

。

す
な
わ
ち、

教
会
の

公
共

的
な

活
動
は

国
や

州
か
ら
の

財
政

負

担
を

得、

公

共
放
送
へ

理
事
を
送
る
な
ど
の

権
利
も

認
め
ら
れ
て

い

る
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は
、

「

宗
教
」

は

個
人
の

信

仰
の

問
題
と

し
て

だ

け
で

は

な

く、

常
に

公
共
の

問
題
と
し
て

問
わ
れ
る

制
度
上
の

基
盤
が
あ
る

。

こ

の

点、

日

本
の

宗
教
の

社
会

参
画
の

意
識
は

、

注
意
深
く
検
討
さ
れ

る

必

要
が

あ
る

だ
ろ

う
。

学
生
の

多
く
は

、

大
阪
釜
ヶ

崎
の

「

希
望
の

家
」

の

活
動
に

共
感
し

、

同
時
に

「

節
分

。

吉
田

神
社
は

参
拝
者
で

い

っ

ぱ
い
」

「

大
き

な
寺
や
神

社
の

境
内
に

入
っ

た

時
に

感
じ
た、

都
市
生

活
か
ら

深

い

自
然
に

入
っ

て

い

く
時
の

よ

う
な

驚
き
の

感

覚
」

（
ラ

イ
プ
テ

ィ

ヒ
）

と
い

う
よ

う
に
、

祭
り
な
ど
の

行

事
や
宗

教
施
設

、

ま

た、

「

地
蔵

菩
薩

へ

の

信
仰
」

（
ミ

ュ

ン

ス

タ
i
）

な
ど
の

教
団
化
さ
れ
て

い

な
い

宗
教
と
、

地

域
共
同
体
と
の

繋
が

り
に

注
目

す
る

学
生
も
い

た
。

宗
教
は

「

特
別
な

こ

と
で

す
。

だ
い

た

い

毎
日

の

生

活
に

は

あ
ま
り
出
て

き
ま
せ
ん
。

仕
事

に

行
く
途

中
に

は

絶

対
に

教
会
に

入

り
ま
せ

ん
」

（
ベ

ル

リ

ン
）

と

教
会

事
情
を
紹
介
す
る

学
生
は

、

日
本
で

は

「

日
常
生
活
の

中
で

儀
式
を

守
っ
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て

い

ま
す

。

そ
れ
は
」

「

生

き
て

い

る

宗
教
の

よ

う
に

思
い

ま

す
」

、

と

日

本
人
の

宗
教
性
に
感
想
を

持
ち

、

人
が
訪
ね
そ
う
に

な
い

小
さ
な

神
社
の

参
拝
者
に

「

し
か
も

平
口
に
」

（

ミ
ュ

ン

ス

タ

ー
）

と

驚
く
学
生

も
い

る
。

宗
教
的
な
生
活
が
特
別
な
も
の

と

し
て

分
別
さ
れ、

そ
し
て

世

俗
的
な
生

活
に

個
人

的
に

も

公
共

的
に

も
関
わ
っ

て

く
る
ド

イ
ツ

の

事
情
に

対
し

て
、

日
本
に

お
け
る
そ
れ
が

異
な
る

こ

と
を
指
摘
す
る
も
の

で

あ
ろ

う
。

宗
教
が
公
共
と
一

体
に

問
わ
れ
る

こ

と

に
は
一

方
で

難
し
い

問
題
も

孕
ま

れ

て

く
る

。

ス

イ
ス

や

ド
イ
ツ

で

の

モ

ス

ク
建
設
は

大
き
な
論

争
を
巻
き

起
こ

し、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

公
立
校
に

お
け
る

宗
教
教
育
は
ノ

ル

ト
ラ

イ
ン

ーー

ヴ
ェ

ス

ト
フ

ァ

ー

レ

ン

州
で

開
始
さ
れ
た

ば

か
り
で

あ
る

。

　

宗
教
の

多
様
性
と

寛
容
性
に

関
し
て

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は
、

一

方
で

「

宗
教
と

信
仰
の

問
題
は

い

っ

そ
う
個
人
の

領
域
の

問
題
と

な
っ

て

き
て

い

る
」

（
ニ

ュ

ル

ン

ベ

ル

グ
）
、

「

個
人
宅
で

ヨ

ガ
や
テ

ゼ
の

集
会
」

（
ミ

ュ

ン

ス

タ
ー
）

な
ど
と
、

日

常
の

儀
礼
を
行
う
こ

と
で

人
生
に

新
た
な
意
味

合
い

を

求
め

る

傾
向
が

あ
る

こ

と
、

「

ク

リ

ス

マ

ス

キ

リ
ス

ト

教

乏
Φ

畔

蠧
o
げ

駐
6

ξ冖
ω

冨
耳
ロ

臼
」

で

年
に
一

度
だ

け
伝
統
を
確

認
す
る

傾
向
が

あ

る
こ

と

な
ど
を
指
摘
す
る

学
生
も
い

る
。

い

ず
れ
も
宗
教
す
な
わ
ち
一

つ

の

教
団、

そ
し
て

そ
の
一

つ

の

教
義
へ

の

信
仰
と
い

う
地
点
か
ら
は

距
離

を
お
い

た

動
き
が
あ
り

、

寛
容
や

対
立

の

主

体
で

あ
る

宗
教
そ
の

も
の

へ

の

求
め
ら
れ
方
に

変
化
が
あ
る

こ

と

を

指
摘
す
る

も
の

だ
ろ

う
。

他
方、

過
去
現
在
の

宗
教
対
立
（
教
団
対
立）

を
上

げ
る

学
生
は

多
い

。

そ
の

彼

ら
に、

日
本
の

宗
教
は

総
じ
て

寛
容
な
も
の

と

映
る

が
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け
る

神
学
や
教
団
レ

ベ

ル

で

問
わ

れ

る
宗
教
の

「

寛
容
性
」

を
標
準
と

し
て、

日
本
の

宗
教
の

寛

容
性
を

問
う
こ

と
に

は

注
意
深
い

検
討
が

必

要

で

あ
ろ

う
。

寺
院
の

役

割
と

日
本
人
の

宗

教
性

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
長
岡

　
岳
澄

　

本
研
究
の

目
的
は

、

第
九
回

宗

勢
基

本
調
査
の

結
果
か

ら、

寺
院
関
係

者
に

お
い

て

現
代
社
会
に

お

け
る

寺
院
の

役
割
が
ど
の

よ

う
に

捉
え
ら

れ

て

い

る

か
を
明
ら
か
に

し
、

ま
た

、

寺

院
の

役

割
と
日

本
人
の

宗
教
性
の

関
係
に

つ

い

て

考
察
し
て

い

く
こ

と

に

あ
る

。

　

宗
勢
基

本
調
査
と
は

、

浄
土
真

宗
本
願
寺
派
に

お
い

て

実
施
さ
れ
て

い

る
調
査
で

あ
り、

各
寺
院
の

現
状
や

寺
院
関
係
者
（
住
職
・

坊
守）

の

意

識
、

門
徒
の

意
識
に

つ

い

て
、

主
に

質
問
紙
法
を
用
い

て

調
査
さ
れ

て

お

り
、

本
願
寺
派
寺
院
の

実
態
を
把
握
す
る

た
め

の

基

礎
資
料
と
い

え
る

。

一

九
五
九

年
に

調
査
が

開
始
さ
れ
て

以
来、

約
五
年
ご

と
に

実
施
さ
れ
、

二

〇
〇
九

年
に

第
九
回
目
の

調
査
が
実
施
さ
れ
て

い

る
。

　

第
九
回
宗
勢
基

本
調
査
は、

本
願
寺

派
の
一

般
寺
院

及
び

教
会
す
べ

て

（

一

〇
二

八
〇

ヶ

寺）

を

調
査
対
象
と

し、

各
寺
院
に
調
査
票
（

寺
院
票
・

住
職

票
・

坊
守
票
・

門

徒
票
の

四

票
）

を

送
付
し

た

後、

回
収

し
て

い

る
。

回
収

率
は

五

九
・

六

％

（

六
一

二

六

ヶ

寺）

で
、

四
票

揃
っ

て

い

る

五

七
五

八

ヶ

寺
分
が
分

析
対

象
と

な
っ

て

い

る
。

な
お

、

住
職
は
、

平
均

年
齢
六
〇
・
三

歳、

男
性
九

六・
五

％
、

女

性
三
・
五

％
、

坊

守
は
、

平

均

年
齢
五

九
・
四

歳、

男
性
○
・
四

％
、

女
性
九

九
⊥
ハ

％
、

門

徒
は

平
均

年

齢
七

丁
七
歳

、

男
性
九
〇
・
四

％
、

女
性
九

⊥
ハ

％
と
な
っ

て

い

る
。

　

本

研
究
に

お
い

て

は
、

こ

の

第
九
回

宗
勢
基
本

調

査
の

結
果
の

中
か

ら
、

本
研
究
の

目
的
に
関
連
す
る

と

考
え

ら
れ

る
項
目
に

つ

い

て

検
討
し

て

い

く
。

　
ま

ず
、

寺
院
の

住
職
自
身
が
「

住
職
の

仕
事
」

と

し
て

何
を
重

要
で

あ

る

と

思
っ

て

い

る

か

を
尋
ね
て

い

る

項
目
の

結
果
を

見
る

と
、

「

寺
院
の

136（858）
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